
「あきや・まちづくり・せいしん」プロジェクト2020（京都市正親住民福祉協議会）

課題 密集市街地、高齢化進展等により、空き家の発生に歯止めが掛からず、空き家の解消に膨大な時間を要する

目的 防災と福祉の視点から、住民福祉協議会（元学区）が中心となった空き家対策を推進

取組内容 ①『高齢者×あんしんみらいプロジェクト』『学生×高齢者げんきプロジェクト』（発生抑制） ②学区住民とNPO法人を
繋ぐ人材育成 ③各種専門家等とのネットワークの構築 ④空き家所有者等のコーディネート ⑤地域住民へ
の寄り添い・コーディネート ⑥空き家利活用希望者等のコーディネート ⑦空き家対策ホームページの制作

成果 ①地域住民（高齢者）の空き家対策・発生予防に対する意識醸成 ②人材育成講座（4回開催） ③専門
家との連携 ④空き家・相続・登記相談会の開催（5回開催済） ⑤空き家所有者等アンケート実施（18所

有者） ⑥ホームページの運用による利活用希望者とのネットワーク形成 ⑦「NPO法人あきや・まちづく
り・せいしん」リーフレット（英語版、中国語版）


